
　

　理学療法の対象領域の多様化が指摘されて長い時間が過ぎた．様々な障害，疾病が対象
領域として認知され，それらに対する治療アプローチも多彩になってきている．しかし日々
の臨床の中での脳卒中例に対する理学療法の重要性は，このような領域の多様化において
もとりわけ強調されえるだろう．その一方で，主要な疾病であるがゆえにパターン化した
治療に陥る危険がないとはいえない．常に斬新な変革が求められる所以である．
　そこで本特集では「脳卒中の理学療法の展開」と題して，新しい展開がいくつかの異なっ
た立場から論じられている．まず潮見論文では「評価と理学療法効果」に関して理学療法
モデルの再検討がなされている．このなかで特に評価モデルの検討において，脳卒中の標
準的な帰結測定指標の全国調査では，国際的に使用されている指標がわが国ではほとんど
使われていない，という衝撃的な指摘がなされている．科学的根拠に基づく理学療法を確
立するためには「隗よりはじめよ」ではないが，足元の地道な評価から開始すべきである
と痛感する．山中論文ではスリングセラピーの極めて臨床的な適用法が紹介されている．
環境適応とフィードバックについて示唆に富む論文となっている．山田論文は，「体力科
学的」という新しい方法論について，測定機器，筋力，移動自立度，フィットネストレー
ニングの点から論じられている．運動麻痺が比較的重度な症例の患側脚筋力の測定意義は
これまで報告されていない分野であり興味深い提言がなされている．岩崎論文では，「ド
リームブレース」の特性と適応と効果について症例を例示して解説されている．さらなる
臨床応用が期待できると思われる．加茂野論文では，新開発された治療的電気刺激である
筋電制御型電気刺激システムの紹介とその効果に関する検証が報告されており，筋活動パ
ターンの変化をもたらすという．出江論文では，脳の非侵襲的刺激法である，経頭蓋磁気
刺激の基本的特性と片麻痺治療の背景について解説されている．この領域の著しい進歩を
実感するに違いない．
　入門講座は荒木論文「脳血管障害患者の動作分析」であり，特集とテーマが近接してい
る．そのなかで「なんでだろう分析」の重要性が述べられ，例えば立ち上がりができない
ので立ち上がり練習を行う，という動作分析の軽視について痛烈に批判されているが，小
生もまったく同感である．ぜひ本文をご覧いただきたい．講座は「実践・人事評価」の第 
2 回目であり，松田氏は目的別評価の重要性を強調している．その中で実績を上げる過程
をよく観察すること，またその人にどのような目標が課されているかが肝要であるとして
いる．この文脈によれば，「人事評価」を「動作分析」に置き換えてもなんら不都合はな
いように見える点で大変興味深い指摘である．
　新しい治療法と伝統的な治療法の間で，われわれは常に振幅を繰り返すだろう．「とびら」
で久保田氏が指摘するように，「理学療法士しか持っていない受容器の閾値」に照らして
患者さんの発信を広く受け取ることを振幅の中心にすえることが，ひいては科学的根拠に
基づく理学療法を確立する王道だろう．

（網本　和）
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